
































典』では，the activity of making secret plans in order to achieve an aim, often by trick-



































































































隠謀学的視点からは，次のような CM 戦略のパターン（CM 文法）が浮かび上がってきま
す。
① 栄養素 XXX は健康の維持や美容に大切である。
② しかし XXX の摂取は不足している。なぜなら，普通の食事では十分に摂取できない。
特に高齢者ではそうである。
③ ところで，ここに代替となるサプリメント S がある。S で美肌の回復，若返りも可能
である。
④ S の錠剤やカプセルには，S を含む一般食品より濃い量が含まれるので，即席で充分な
量を簡単に摂取できて便利である。

























































































その著『保健薬を診断する～効かない薬・危険な薬』（17）は 1968年出版後 3年余りで 28刷
を重ねています。今日も市販されている「リポビタン D」の「疲労回復はウソ」，「アリナミ
ン A」は「無効・大量服用は危険」などと結論付けられています。また，リポビタン D では，
例えば，今でもタウリン 1000 mg［たった 1 g］が効くかのように喧伝されていますが，タウ

















































































































































































⑽ アミノコラーゲン https : //www.meiji.co.jp/health/amicolla/standard/（アクセス日：2020年 4
月 18日）
⑾ 原語 Placebo は，プラセーボ，プラシーボ，プラセボ，偽薬などと訳されますが，ここではプラセ
ーボとします。プラセーボ反応や「プラセーボ効果」をまとめてプラセーボ現象ということもあり
ます。
⑿ C. G. Helman : Culture, Health, and Illness, Fifth Edition, Hodder Arnold, 2007, p.196




⒂ 新田千春，松枝亜希子「高橋晄正」http : //www.arsvi.com/w/tk02.htm（アクセス日：2020年 4
月 20日）
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